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まちの話題

お知らせ

玉黄金

６月号の主な内容

受賞によろこぶ中村さん一家

　昨年、第３９回こども絵画コンクールにて

全国審査で銀賞を受賞した中村優花さん（写

真右）の作品がフランスのルーヴル美術館で

の展示を終え、本人の元へ戻ってきました。

（詳細は２ページへ）
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第３９回こども絵画コンクールで銀賞受賞
フランス　ルーヴル美術館にも展示

龍郷町から熊本地震へ
緊急支援と義援金を送付しました。

▲

　住友生命保険相互会社主催の第３９回こども
絵画コンクールにて中勝集落在住の中村優花さ
ん（5 歳）が全国審査で銀賞を受賞しました。
このコンクールは「だいすき！ありがとう！」
をテーマに全国で２１万点以上の作品の応募が
あり、そのなかで選ばれた特別賞・金賞・銀賞
の計１０２点が平成２８年３月４日から同年４
月４日までの１カ月間、フランス・パリのルー
ヴル美術館で展示されました。
　母親の中村真理子さんは「全国審査で受賞す

中村優花さんの作品「おともだちたくさん」

るとは思っていなかったのでびっくり。この出
来事がきっかけでたくさんの人に声をかけてい
ただいて、うれしい。受賞を通して本人の自信
につながればと思う」と笑顔で語りました。
　優花さんは「次はすべり台のある公園やおと
もだちとじゃんけんをしている絵を描きたい」
と意欲的。そんな優花さんの将来の夢は「ファッ
ションデザイナー」。色々な服をつくりたいと
将来に思いを馳せながら楽しそうに話してくれ
ました。

　平成２８年熊本地震災害に対し、龍郷町から緊急支援
と義援金を送付しました。地震発生直後の４月１９日に、
龍郷町と友好都市を結んでいる熊本県菊池市へ緊急支援
物資として飲料水３トン（ペットボトル６，０００本）、
タオル４００枚（町内事業所提供）を緊急輸送しました。
　また、６月２１日には町長、議長、議会事務局長が菊
池市を訪問し、龍郷町から２００万円、龍郷町議会から
１０万円、役場課長会から１７万円、龍郷町職員組合か
ら５万円を義援金として、その他、黒糖を２箱（町内事
業所提供）送付しました。
　また、町内２カ所に設置した義援金箱に皆様から
頂いた義援金と各集落から頂いた義援金（総額１，
８１３，５１３円）は、日本赤十字社を通じて熊本県の
被災者の方へ送られました。
　皆様からの暖かい善意、ありがとうございました。

▲

優花さんとコンクール後に描かれた作品

６月２１日　菊池市長室にて

全国各地から菊池市へ輸送された物資
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Ａ級・Ｂ級ともに大勝が制覇
第４２回家庭婦人バレーボール大会

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 5月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,982
6,006
2,916
3,090

　-4
   -7
　-8
　+1

▲
大勝 B大勝 A

　6 月 9 日（日）に中央グラウンドにてソフト
ボール、りゅうゆう館にてバレーボール、6 月
19 日（日）に大勝小学校プールにて水泳と、
平成 28 年度龍郷町スポーツ少年団競技別交歓
大会が行われました。子どもたちは暑さに負け
ないプレーで勝敗を競い合いました。順位は次
のとおりです。
ソフトボール：①戸口　②赤徳　③大勝
バレーボール：①大勝　②戸口　③赤徳
※水泳は校区での競技は無いため省略します。

　第 42 回家庭婦人バレーボール大会（龍郷町教育委員会主催）が５月 29 日（日）、りゅ
うゆう館を主会場に開催されました。試合結果は両級ともに大勝が優勝を飾り、Ａ級は
２年連続制覇となりました。

龍郷町スポーツ少年団
競技別交歓大会開催

▲
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災害時の電力復旧に備えて
九州電力と龍郷町が協定を結ぶ

秋名・幾里魅力化プロジェクト
両集落で活性化に向け動く

▲
▲

▲

　6 月 9 日、九州電力と龍郷町が災害時における電
力復旧等に関する協定を結びました。この協定は台
風などの自然災害の際に、停電状況や道路状況など
の情報を互いに共有し、スムーズな電力復旧を目的
としています。台風の多いこの時期に防災力の向上
に貢献するものと期待されます。

　龍郷町は今年度、地方創生関連事業「秋名・幾里
魅力化プロジェクト」に取り組んでいます。６月７
日から芝浦工業大学（東京都）の学生が来島し、両
集落でフィールドワークを実施。秋名アラセツ行事
や大島紬、空き施設など地域資源の活用について集
落民から聞き取りを行いました。大学生は今後も来
島を予定しており、活性化に向けた方策の提案に向

　荒波空手道に所属する平島美玲さん（龍瀬小学校
１年生）が全日本空手道連盟主催の第 16 回全日本
少年少女空手道選手権大会へ鹿児島県代表として出
場することが決定しました。全国大会は東京武道館
にて８月６日と８月７日の２日間で行われ、美玲さ
んは７日に行われる形競技に出場予定です。

けて活動します。
　また、今回の滞在では龍南中学校２年生の「職場
体験」もあり、赤塚蒼沙美さんと箕輪千里さんも
フィールドワークに同行。大学生の活動を体験し、
将来の進路決定に役立てていました。

住民から聞き取りを行う大学生

フィールドワークの様子

荒波空手道　平島美玲さん
全国大会へ出場決定 ↰

県
大
会
入
賞
の
楯
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
手
に
笑
顔
の
美
玲
さ
ん
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と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

■
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進
め

よ
う　

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

■
重
点
目
標

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら

排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再

び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る

社
会
に
す
る
た
め
、

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え

で
雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ

と
。　

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減

ら
す
こ
と
。　

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回

復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地

域
の
環
境
を
作
る
こ
と
。

北
大
島
保
護
区
保
護
司
会

「
第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
結
成
式
・
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン日
程
：
平
成
28
年
７
月
１
日
（
金
）

場
所
：
龍
郷
町
立
龍
南
中
学
校
体
育
館

国
民
年
金
保
険
料
免
除

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板

　

　

　

　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

赤
土
流
出
！

　

奄
美
群
島
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
の

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
美
し
い
海
を
守
る

た
め
、
「
赤
土
を
流
さ
な
い
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
時
期
は
最
も
赤
土
等
が
流
出
し

や
す
く
、
特
に
農
地
や
工
事
現
場
か
ら

の
流
出
が
目
立
ち
ま
す
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
取
り
後
の
農
地
に

つ
い
て
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の
緑
肥
作

物
栽
培
、
工
事
現
場
で
は
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
使
用
す
る
な
ど
、
赤
土
等
が
流
出

し
な
い
よ
う
、
十
分
に
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
地
域
整
備
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

毎
年
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　

同
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付

猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま

す
の
で
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
区

役
所
ま
た
は
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平

成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平

成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に

つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か

ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の

の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納

期
間
を
有
し
て
い
る
方
等
は
、
市
区
役

所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

　

７
月
16
日
（
土
）
か
ら
７
月
31
日
（
日
）

ま
で
「
全
国
海
難
防
止
強
調
運
動
（
海

の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
小
型
船
舶

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
次
の
事
項
を

守
り
ま
し
ょ
う
！
！

▼
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
発
航
前
点
検

の
徹
底

▼
常
時
適
切
な
見
張
り
の
徹
底

▼
船
舶
間
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促

進
を
図
る

奄
美
海
上
保
安
部
で
は
、
自
己
救
命
策

３
つ
の
基
本
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
す

る▼
連
絡
手
段
を
確
保
す
る

▼
海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号

１
１
８
番
の
活
用

男
女
共
同
参
画
週
間

　

鹿
児
島
県
で
は
、
７
月
25
日
～
31
日

を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、



9　広報たつごう

　

償
還
額
は
年
５
万
円
に
増
額
さ
れ
、

国
債
は
５
年
ご
と
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な
い
左
記
に

当
て
は
ま
る
遺
族
の
方
や
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
町
民
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
年
金
給
付
を

受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う

ち
、
ど
な
た
か
一
人
。
※
「
遺
族
」
と

は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
既
に
生

ま
れ
て
い
た
遺
族
で
、
三
親
等
内
親
族

に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ
り
支
給
順
位
や

要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
間  

平
成
30
年
４
月
２
日
ま

で ▼
請
求
窓
口　

町
民
税
務
課
戸
籍
係

☎
０
９
９
７-

69
‐
４
５
１
９

町
戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

　

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
あ
た

り
、
本
年
も
日
清
・
日
露
戦
争
以
降
の

本
町
出
身
戦
争
犠
牲
者
に
対
し
て
、
町

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　

本
県
で
は
「
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
（
平
成
14
年
１
月
施
行
）

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま

わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

平
成
28
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン

カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。
」
で
す
。

▼
相
談
機
関
《
相
談
無
料
》

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
３
０

☎
０
９
９
‐
２
２
１
‐
６
６
３
１

第
十
回
特
別
弔
慰
金

　

昨
年
よ
り
、
第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
受
付
が
始
ま
っ
て
お
り
、
我
が
国

の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者

等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
、
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し

て
お
り
ま
す
。

を
挙
げ
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
た
め
、

左
記
日
程
に
よ
り
追
悼
式
を
挙
行
致
し

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
戦
争
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
の
時
報
に
合
わ
せ
て
正
午
か
ら
１
分

間
の
黙
祷
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
28
年
８
月
15
日
（
月
）  

　
　
　
　
　

午
前
10
時
半
～

▼
場
所　

「
平
和
の
塔
」
前

（
町
中
央
公
民
館
跡
地
隣
）

沖
縄
戦
没
者
追
悼
式

　

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
県
戦
没
者
追
悼

式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方

を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
日　

平
成
28
年
11
月
８
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま

す
。

▼
場
所　

鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満

市
平
和
祈
念
公
園
内
「
摩
文
仁
の
丘
」）

▼
対
象
者　

沖
縄
及
び
沖
縄
近
海
で
の

戦
闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
及
び
三

親
等
内
の
遺
族

▼
申
込
期
間　

平
成
28
年
８
月
１
日

（
月
）
～
８
月
31
日
（
水
）

▼
募
集
人
員　

９
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
と

な
り
ま
す
。

▼
申
込
先

　

役
場
町
民
税
務
課　

戸
籍
係

☎
０
９
９
７
‐
69
‐
４
５
１
９

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
８
４
０

口
座
振
替
の
す
す
め

　

水
道
使
用
料
、
合
併
浄
化
槽
使
用
料

を
納
め
る
便
利
な
方
法
と
し
て
「
口
座

振
替
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
口
座
振
替
」
の
制
度
を
利
用

し
ま
す
と
、
指
定
さ
れ
た
期
日
に
あ
な

た
の
指
定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
し
て
く
れ
る
の
で
、
納
期
限
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
し
て
納
め
に
行

く
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
て
、
大
変

便
利
で
す
。

　

「
口
座
振
替
」
の
手
続
き
は
各
金
融

機
関
の
窓
口
で
簡
単
に
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

　
　

あ
ま
み
農
業
協
同
組
合

　
　

奄
美
信
用
組
合
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
５
月
届
出
】

加
藤　

篤あつ
ひ
と仁

　

惠　

愛まな
は羽　

岡
村　

香かす
み澄

（
敬
称
略
）

大
勝

中
勝

大
勝

保
護
者
名

和
夫

盛
夫

兼
悟

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
５
月
届
出
】

　

泉　

惠
三

　

政　

栄
里

伊
勢　

榮
一

中
江　

慶
三
郎

田
畑　

ア
ツ

窪
島　

忠
範

野
村　

久
美
子

山
田　

勇
藏

（
65
）

（
88
）

（
68
）

（
90
）

（
94
）

（
83
）

（
60
）

（
95
） 　

（
敬
称
略
）

玉
里

龍
郷

幾
里

龍
郷

龍
郷

上
戸
口

手
広

大
勝

・
竹
山
カ
ノ
さ
ん
（
故
竹
山
榮
光
さ
ん
）

久
場
集
落
、
芦
徳
集
落
へ

・
中
江
浩
一
さ
ん
（
故
中
江
慶
三
郎
さ
ん
）

龍
郷
集
落
、
龍
郷
老
友
会
へ

・
田
畑
三
代
亀
さ
ん
（
故
田
畑
ア
ツ
さ
ん
）

龍
郷
集
落
、
龍
郷
老
友
会
へ

・
四
位
志
帆
さ
ん
（
故
野
村
久
美
子
さ
ん
）

手
広
集
落
へ

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

・
中
田
淳
也
さ
ん
（
故
中
田
ト
エ
さ
ん
）

・
興
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
故
興
弘
一
さ
ん
）

・
政
教
三
郎
さ
ん
（
故
政
栄
里
さ
ん
）

・
中
江
優
子
さ
ん
（
故
中
江
慶
三
郎
さ
ん
）

・
田
畑
三
代
亀
さ
ん
（
故
田
畑
ア
ツ
さ
ん
）

香 

典 

返 

し 

お 

礼

　
　

奄
美
大
島
信
用
金
庫

　
　

九
州
労
働
金
庫

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
　

預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印

　

※
振
替
日
は
毎
月
26
日
（
26
日
が
休

み
の
時
は
翌
営
業
日
）
ま
た
、
口
座
振

替
届
に
つ
い
て
は
生
活
環
境
課
に
も
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５

紬
小
物
作
り
教
室

　

毎
月
15
日
は
「
す
き
す
き
紬
デ
ー
」

で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
紬
小
物
作

り
教
室
を
行
い
ま
す
。
今
月
は
フ
ク
ロ

ウ
ブ
ロ
ー
チ
＆
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。
紬
を
使
っ
た
小
物
作
り
を
通
し

て
紬
と
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
：
平
成
28
年
７
月
15
日
（
金
）

14
時
～
16
時　

▼
場
所
：
Ａ
ｉ
Ａ
ｉ
ひ
ろ
ば
２
Ｆ

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

▼
参
加
料
：
５
０
０
円

▼
定
員
：
10
名
（
※
要
予
約
）

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

奄
美
市
紬
観
光
課

☎
０
９
９
７-

52-

１
１
１
１

　

龍
郷
町
役
場
産
業
振
興
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
２
５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
被
保
険
者
の

皆
さ
ま
の
医
療
費
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
・
29
年
度
の
保
険
料
率
を
左

表
の
と
お
り
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
医
療
給
付

費
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の

高
度
化
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
で
き
る
限
り
保
険
料
が

上
昇
し
な
い
よ
う
、
財
政
安
定
化
基
金

の
活
用
な
ど
抑
制
策
を
講
じ
て
お
り
ま

す
が
、
医
療
給
付
費
の
伸
び
が
大
き
く
、

現
行
の
保
険
料
率
で
は
こ
の
医
療
給
付

費
の
伸
び
に
対
応
で
き
な
い
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
平
成
28
・
29

年
度
の
保
険
料
率
を
改
定
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
保
険
料
率
改
定
に
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

☎
０
９
９
７-

69-

４
５
１
３

　

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

業
務
課　

保
険
料
班

☎
０
９
９-

２
０
６-

１
３
２
９

大
一
郎

純

瀬
留

赤
尾
木

　
奥
　
一い
ち
り

千
里

　
岩
崎
　
星ほし
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（金）  でぃでぃクラブ 13：30 ～ どぅくさぁや館
2（土）

 特定健診・長寿健診・がん検診 8：00 ～

りゅうゆう館
3（日）
4（月） 円公民館
5（火） 秋名コミュニティセンター

6（水） 大勝生活館
7（木） 戸口地区振興センター

8（金）
赤尾木公民館

 かめのこクラブ 10：00 ～
どぅくさぁや館

 でぃでぃクラブ 13：30 ～
9（土）  特定健診・長寿健診・がん検診 8：00 ～ 赤尾木公民館

12（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
13（水） 母子歯科相談 13：30 ～

どぅくさぁや館
15（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～
20（水） たつごう在宅家族の会 13：30 ～ 肥後医院

22（金）
 かめのこクラブ 10：00 ～

どぅくさぁや館
 でぃでぃクラブ 13：30 ～

24（日） 第 24 回龍郷ふるさと祭 09：00 ～ 玉里漁港、中央グラウンド

12（火） じゃがいも会 13：30 ～ 赤尾木地区
27（水） おなかスッキリ運動教室 19：30 ～

どぅくさぁや館28（木） 歯科健診 13：00 ～
29（金） でぃでぃクラブ 13：30 ～

７
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。
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満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

とうえ　　  りりあ  　　　　

Ｈ 27. 6. 2　生

父 雄一 / 母 仁恵  玉里

東江  莉々愛 ちゃん

はせがわ　　りょうせい　     　 

Ｈ 27. 6.29　生

父 善英 / 母 和美 大勝

長谷川　燎成 くん

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

6
June
2016

　

１
月
に
嘉
渡
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
新
年
会
へ
の
参
加

５
月
に
名
瀬
在
住
龍
郷
町
連
合
郷
友
会
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
参
加
。
６
月
に

嘉
渡
集
落
の
浜
下
れ
に
て
舟
こ
ぎ
競
争
と

交
流
会
参
加
。
７
月
に
名
瀬
在
住
龍
郷
町

連
合
郷
友
会
総
会
。
９
月
嘉
渡
集
落
種
下

ろ
し
へ
参
加
。
11
月
に
名
瀬
在
住
嘉
渡
郷

友
会
総
会
と
敬
老
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

龍
郷
町
へ
の
想
い

　

町
民
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
一
番

目
に
健
康
、
二
番
目
に
経
済
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
町
が
先
頭
に
立
っ
て
遊
休
地
を

利
用
し
て
畜
産
な
ど
を
行
え
ば
雇
用
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

郷
土
愛
は
誰
に
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
町
民
一
人
一
人
が
団
結
し
て
絆
を
深

め
て
龍
郷
町
が
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご

健
康
を
心
か
ら
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

執
筆
：
徳　
義
光

名
瀬
在
住
嘉
渡
郷
友
会

　

名
瀬
在
住
嘉
渡
郷
友
会
は
現
在
、
会
員

数
が
１
０
５
名
。
嘉
渡
集
落
や
地
域
の
皆

さ
ま
と
の
繋
が
り
を
強
め
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

⑨

徳　義光
（嘉渡出身）

【会長】

嘉渡集落浜下れの様子

７
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

各
集
落
公
民
館
な
ど

午
後
２
時
よ
り
開
催


